
 

 

日時： 
 2017 年 2 月 17 日（金） 
 13：00 開始 
 
場所： 
 新潟大学 
 五十嵐キャンパス 
 人文社会科学系棟 
 Ｂ331 教室 
 新潟大学前駅より 
 徒歩 15 分 
 
参加費： 
 無料 

 【 概 要 】 
 地方創生が叫ばれて久しい地方都市にとって、既存の産業集積の活
性化や新たな企業の創出が、雇用を生み出し、地域の魅力を高める基
盤となります。 
 新潟大学人文社会・教育科学系附置コアステーション「環東アジア
経営教育交流センター」では、東アジア地域の産業集積の現状を明ら
かにし、新潟県下の産業集積との連携を模索することで、相互の協調
と共生関係を構想していく予定です。 
 その第一歩として、東アジア地域における「産業集積と中小企業の
国際展開：グローバル競争と共生を目指して」と題する国際シンポジ
ウムを開催することになりました。 
 当シンポジウムでは、各国の産業集積の特徴と海外中小企業と取引
している中小企業の事例を報告し合い、相互の協調・競争関係を明ら
かにし、今後の中小企業のアジア地域での国際連携を考えながら、グ
ローバルな共生関係を模索します。 

   
共催：  新潟大学環東アジア経営研究教育交流センター・新潟大学経済学部 
後援： 第四銀行・新潟大学六華会計人会・新潟県商工会議所連合会・新潟経済同友会 
  

参加人数を把握するため、シンポジウムもしくは懇親会への参加を希望する方は、 
それぞれについて下記の連絡先へお知らせいただけますと幸いです。 

受付担当（有元知史）s.arimoto@econ.niigata-u.ac.jp または 025-262-6560 

 国際シンポジウム 
 

 産業集積と中小企業の国際展開 
  － グローバル競争と共生を目指して － 



【 スケジュール 】 
   
12：30 開場  
   
13：00 開会挨拶 永井 雅人 氏（新潟大学 人文社会教育科学系長・経済学部長） 
  司会： 岸 保行（新潟大学経済学部・准教授） 
   
第 1部． 講演（報告 25 分・質疑応答 5分）※台湾・韓国からの講演者による講演は通訳あり 
13：05 第 1 報告 中小企業の新たな拠点 

－既存の産学連携を超えた国際ネットワークの構築に向けて－ 
  有元 知史 氏（新潟大学経済学部・准教授） 
13：25 第 2 報告 アドバンエンジ（株）の中国進出事例 
  松井 達俊 氏（株式会社アドバンエンジ・代表取締役社長） 
13：50 第 3 報告 台湾・中小企業の現況と 3カ国 Value Network 構築への期待 

－台湾・彰化地域を中心に－ 
  Ming-Hsiang Huang 氏（台湾／彰化師範大学・教授） 
14：30 第 4 報告 福峰国際製酒股份有限公司の国内及び海外販売戦略 
  Min-jen Hsiao 氏（台湾／福峰国際製酒股份有限公司・董事長） 
休憩（15：10 ～ 15：25） 
15：25 
 

第 5 報告 韓国・中小企業の現況と 3カ国 Value Network 構築への期待 
－韓国・大田地域を中心に－ 

  Hakjin Kim 氏（韓国／Paichai 大学教授・大田地域インキュベーション 
協会会長） 

16：05 第 6 報告 故障診断形 SmartLED 照明制御技術の現況と展望 
  Changwhoon Lee 氏（韓国／NULSOM株式会社代表・Paichai 大学教授） 
16：45 第 7 報告 酒蔵・麒麟山の販売戦略および海外販路確保のための条件 
  斎藤 俊太郎 氏（麒麟山酒造株式会社・代表取締役社長） 
17：10 第 8 報告 新潟における国際アントレプレナーシップの可能性 
  伊藤 龍史 氏（新潟大学経済学部・准教授） 
休憩（17：30 ～ 17：40） 
   
第 2部． パネルディスカッション（17：40 ～ 18：20） 
コーディネーター： 岸 保行（新潟大学経済学部・准教授） 
パネリスト： 報告者： 有元知史、松井達俊、Ming-Hsiang Huang、Min-jen Hsiao、 

Hajin Kim、Changwhoon Lee、斎藤俊太郎、伊藤龍史 
 報告者以外： 土田直樹（第四銀行・コンサルティング推進部副部長）、 

富岡裕嗣（富岡公認会計士事務所・公認会計士）、 
Sungwhan Park（韓国／Hanbat 大学教授・公認会計士） 

   
18：20 閉会挨拶 李 健泳 氏（新潟大学経済学部教授・環東アジア経営研究教育交流センター長） 
   
懇親会（18：35 ～ 20：00）（参加費 1人 1,000 円）※大学内での軽食会 


